
平成 30 年度（2018 年度）いわき明星大学卒業生アンケート調査結果 

 

法人事務局 企画課 

【Ⅰ.調査の概要】 

1.実施期間 平成 30 年 10 月 1 日（月）～平成 30 年 10 月 31 日（水） 

2.調査対象 卒業生のうち、6 期生、14 期生、21 期生、27 期生 合計 1,660 人 

        （うち、住所を把握している人数 1,393 名） 

3.調査方法 本学ホームページ上にある「卒業生」ページでアンケート調査についてアナウンスを行った。 
また、同窓会事務局のご協力により、対象となる卒業生宛にアンケート調査についての案内を送付。
Google アンケートフォームを利用したアンケート回答ページを作成し、本学ホームページ上に公開、
Web 上で回答していただいた。 

4.回答者数 66 名（3.9％） 

 

【Ⅰ.調査の概要】 

1．大学で身につけた力について 

 「表１-1」から「表 1-4」は、「在学中に身につけることができた力」（表 1－1）、「在学中に身につけることができた力
は、何が役に立ったのか」（表 1-2）、「在学中に身につけた力は現在の仕事に役立っているか」（表 1－3）、「在学中
に身につけておけばよかったと思うこと」（表 1-4）についての回答結果である。 

「問 1．在学中に身につけることができたと思うこと」で多く選択された回答は「2.コミュニケーション能力」
（72.7％）、次いで「5.幅広い教養、一般的知識」（56.1％）となった。 

「問 2．在学中に身につけた力は、何が役に立ったとお考えですか」の問いに対して多く選択された回答は、「2.ゼ
ミ」（60.6%）、次いで「4.サークル活動、先輩、友人との交流」（59.1%）となった。 

「問 3．在学中に身につけたことは、現在のお仕事に役立っていますか」では、「役立っている」（33.3％）と「やや役
立っている」（36.4％）が、全体の約 7 割を占めている。 

「問 4．在学中に身につけておけばよかったと思うことはありますか。」では、「専門的な技術や技能」が 37.9％、次
いで「3.専門的な知識」（36.4％）であった。 

 

問１－１．在学中に身につけることができたと思うことを 5 つ選んでください。（66 件の回答）         （表 1-1） 

1.チームワーク 30 (45.5%) 

2.コミュニケーション能力 48 (72.7%) 

3.専門的な知識 35 (53%) 

4.専門的な技術や技能 15 (22.7%) 

5.幅広い教養、一般的知識 37 (56.1%) 

6.社会に関する知識 33 (50%) 

7.学習習慣、自己啓発力 16 (24.2%) 

8.自己管理能力 34 (51.5%) 

9.問題解決能力 20 (30.3%) 

10.社会人としての倫理観 21 (31.8%) 

11.創造的思考力 12 (18.2%) 

12.国際感覚・異文化理解力 4 (6.1%) 

13.社会人として必要な読解力、文章表現力、数的処理能力 16 (24.2%) 

14.ボランティア活動 4 (6.1%) 

15.その他 5 (7.6%) 



 

 

問２－１．問１－１、問１－２で選択した力を身につける上で、何が役に立ったとお考えですか。（複数回答可） 

（66 件の回答）                                                  （表 1-2） 

1.大学での教育 34 (51.5%) 

2.ゼミ 40 (60.6%) 

3.インターンシップ 3 (4.5%) 

4.サークル活動、先輩、友人との交流 39 (59.1%) 

5.アルバイト（学外） 32 (48.5%) 

6.アルバイト（学内） 6 (9.1%) 

7.留学による経験  1 (1.5%) 

8.独学 12 (18.2%) 

9.その他 1 (1.5%) 

 
 

 

 

 

 



問３．在学中に身につけたことは、現在のお仕事に役立っていますか。（66 件の回答）            （表 1-3） 

1.役立っている 22 (33.3%) 

2.やや役立っている 24 (36.4%) 

3.どちらともいえない  9 (13.6%) 

4.どりらかというと役立っていない  5 (7.6%) 

5.役立っていない  6 (9.1%) 

 
 

問４－１．問１－１の他、在学中に身につけておけばよかったと思うことはありますか。（複数回答可） 

（66 件の回答）                                                  （表 1-4） 

1.チームワーク  8 (12.1%) 

2.コミュニケーション能力 10 (15.2%) 

3.専門的な知識 24 (36.4%) 

4.専門的な技術や技能 25 (37.9%) 

5.幅広い教養、一般的知識 15 (22.7%) 

6.社会に関する知識  9 (13.6%) 

7.学習習慣、自己啓発力  6 (9.1%) 

8.自己管理能力 10 (15.2%) 

9.問題解決能力 16 (24.2%) 

10.社会人としての倫理観  8 (12.1%) 

11.創造的思考力 14 (21.2%) 

12.国際感覚・異文化理解力 17 (25.8%) 

13.社会人として必要な読解力、文章表現力、数的処理能力 14 (21.2%) 

14.ボランティア活動  9 (13.6%) 

15.その他  5 (7.6%) 

 



 

  



2．在学中の満足度について 

 以下の「表 2-1」から「表 2-4」は、「教育内容（カリキュラム・授業内容）」（表 2-1）、「学生生活に対する支援」（表
2-2）、「部活動・サークル活動に対する支援」（表 2-3）、「就職支援・キャリア形成支援」（表 2-4）、「資格取得支援」
（表 2-5）、「図書館」（表 2-6）、「その他の施設・設備」（表 2-7）についての回答結果である。 

「満足」と「やや満足」を合わせて、満足度の高かった項目は「6.図書館」（65.1%）で、次に「1.教育内容（カリキュラ
ム・授業内容）」（56.1%）であった。 

 

問５.在学中の満足度について伺います。 

①教育内容（カリキュラム・授業内容）（66 件の回答）                                 （表 2-1） 

1.満足  12 (18.2%) 

2.やや満足 25 (37.9%) 

3.どちらともいえない 18 (27.3%) 

4.やや不満 6 (9.1%) 

5.不満  5 (7.6%) 

 

②学生生活に対する支援（66 件の回答）                                        （表 2-2） 

1.満足  14 (21.2%) 

2.やや満足 12 (18.2%) 

3.どちらともいえない 30 (45.5%) 

4.やや不満 4 (6.1%) 

5.不満 6 (9.1%) 

 



③部活動・サークル活動に対する支援（66 件の回答）                                （表 2-3） 

1.満足  10 (15.2%) 

2.やや満足 11 (16.7%) 

3.どちらともいえない 30 (45.5%) 

4.やや不満 10 (15.2%) 

5.不満 5 (7.6%) 

 

④就職支援・キャリア形成支援（66 件の回答）                                     （表 2-4） 

1.満足  12 (18.2%) 

2.やや満足 15 (22.7%) 

3.どちらともいえない 18 (27.3%) 

4.やや不満 13 (19.7%) 

5.不満 8 (12.1%) 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤資格取得支援（66 件の回答）                                              （表 2-5） 

1.満足  8 (12.1%) 

2.やや満足 8 (12.1%) 

3.どちらともいえない 22 (33.3%) 

4.やや不満 14 (21.2%) 

5.不満 14 (21.2%) 

 

⑥図書館（66 の回答）                                                    （表 2-6） 

1.満足  20 (30.3%) 

2.やや満足 23 (34.8%) 

3.どちらともいえない 15 (22.7%) 

4.やや不満 4 (6.1%) 

5.不満 4 (6.1%) 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦その他の施設・設備（66 件の回答）                                          （表 2-7） 

1.満足  12 (18.2%) 

2.やや満足 20 (30.3%) 

3.どちらともいえない 24 (36.4%) 

4.やや不満 6 (9.1%) 

5.不満 4 (6.1%) 

 

  



3．総合評価について 

「表 3-1」から「表 3-4」は、「本学のイメージ」（表 3-1）、「本学に望むこと」（表 3-2）、「家族や親せき、周囲の人に
本学への進学を勧めることができるか」（表 3-3）、「現時点での満足度」（表 3-4）についての回答結果である。 

「本学のイメージ」（複数回答可）は「5.地域貢献をする大学」が 45.5%と最も多く、次いで「6.教職員と学生の距離が
近く、面倒見のいい大学」の 34.8％であった。 

「本学に望むこと」（複数回答可）では、「2.地域で活躍する人材を育成してほしい」（60.6％）、「4.社会人力を身に
つけた人材を育成してほしい」（56.1%）という意見を多くいただいた。 

「家族や親せき、周囲の人に本学への進学を勧めることができるか」では、「強く勧めたい」「勧めたい」の合計が
27.3%に留まり、「あまり勧めたくない」「勧めたくない」の合計 24.2％という結果となった。 

「現時点での大学・卒業学部学科に対しての満足度」は、「満足」「やや満足」が 62.1%となり、いわき明星大学へ
の肯定的評価は概ね高い状態にある。 

 

問６－１.本学のイメージを選んでください。（複数回答可）（66 件の回答）                     （表 3-1） 

1.社会にでて役立つ実学を教育する大学 9 (13.6%) 

2.社会人力をつけてくれる大学 10 (15.2%) 

3.グローバル社会で活躍する人材を育成する大学 0 (0%) 

4.研究者を育成する大学 6 (9.1%) 

5.地域貢献をする大学 30 (45.5%) 

6.教職員と学生の距離が近く、面倒見のいい大学 23 (34.8%) 

7.上記にはない  22 (21.2%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問７－１.本学に望むことを選んでください。（複数回答可）（66 件の回答）                     （表 3-2） 

1.研究者を育成してほしい 12 (18.2%) 

2.地域で活躍する人材を育成してほしい  40 (60.6%) 

3.国際社会で活躍する人材を育成してほしい  23 (34.8%) 

4.社会人力を身につけた人材を育成してほしい  37 (56.1%) 

5.小学校・中学校・高等学校の教員を育成してほしい 13 (19.7%) 

6.その他  4 (6.1%) 

 

問８.家族や親せき、周囲の人に本学への進学を勧めることができますか。（66 件の回答）          （表 3-3） 

1.強く勧めたい  1 (1.5%) 

2.勧めたい 17 (25.8%) 

3.どちらともいえない 32 (48.5%) 

4.あまり勧めたくない 9 (13.6%) 

5.勧めたくない 7 （10.6%) 

 

 

 

 

 

 

 



問９.現時点で、いわき明星大学・卒業学部学科に対しての満足度をお伺いします。（66 件の回答）    （表 3-4） 

1.満足  16 (22.7%) 

2.やや満足 26 (39.4%) 

3.どちらともいえない 14 (21.2%) 

4.やや不満 8 (12.1%) 

5.不満 3 (4.5%) 

 

  



4．ご自身のことについて 

「表 4-1」から「表 4-4」は、「性別」（表 4-1）、「年代」（表 4-2）、「卒業学部」（表 4-3）、「職業種」（表 4-4）についての
回答結果である。 

 

問１０．あなたの性別を選んでください。（66 件の回答） （表 4-1） 

1.男 53 (80.3%) 

2.女 13 (19.7%) 

 

問１１．あなたの年代を選んでください。（66 件の回答） （表 4-2） 

1.２０歳代 8 (12.1%) 

2.３０歳代 17 (25.8%) 

3.４０歳代 40 (60.6%) 

4.５０歳代以上 1 (1.5%) 

 

  



問１２．あなたの卒業学部を選んでください。（66 件の回答） （表 4-3） 

1.理工学部 26 (39.4%) 

2.人文学部 34 (51.5%) 

3.科学技術学部 4 (6.1%) 

4.薬学部 2 (3%) 

 

  



問１３－１．あなたの職業種を選んでください。（66 件の回答） （表 4-4） 

農業、林業 0 

漁業 0 

鉱業、採石業 0 

砂利採取業 0 

建設業 1 (1.5％) 

製造業 12 (18.2%) 

電気・ガス・熱供給・水道業 1 (1.5%) 

情報通信業 2 (3%) 

運輸業、郵便業 1 (1.5%) 

卸売業、小売業 6 (9.1%) 

金融業、保険業 1 (1.5%) 

不動産業、物品賃貸業 2 (3%) 

学術研究、専門・技術サービス業 5 (7.6%) 

宿泊業、飲食サービス業 3 (4.5%) 

生活関連サービス業、娯楽業 0 

教育、学習支援業 12 (18.2%) 

医療、福祉 9 (13.6%) 

複合サービス事業 2 (3%) 

サービス業（他に分類されないもの） 3 (4.5%) 

公務（他に分類されるものを除く） 2 (3%) 

その他 4 (6.1%) 

 

 


